
＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

 活動の様子が分かる写真　2枚以上を貼付してください。 （HPなどで公開する可能性がありますので、公開可能なものを使用ください。） 

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

髪ゴムがよれてきてしまった児童が、自分たちで直そうと試みたり、髪飾りを前髪や髪の途中でつけてみた

りしていた。必要あれば手を貸しながら、イメージして自分でやってみることを楽しんだ。

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞子どもたちは保護者の行動をよく見ていて、普段は自分

一人で使うことがない道具でも、扱い方を理解している様子があった。髪をかわかしたりとかし

たり、保護者に家庭でやってもらっていることを友だちにやってあげたり、自分を着飾って喜ん

だりと、普段の生活をイメージして、遊びに投影することを楽しんでいた。自分たちで髪ゴムを

くくる姿もあり、ごっこ遊びから「じぶんでやりたい」という気持ちが芽生えていて良かった。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞お化粧セット内の道具の使い方を確認し、子ども達の認識を統一してから、安全に使用でき

るように約束事の確認を行った。個別テーブルを使用し、個人でゆったりと髪の毛を直してみたり化粧の真

似をしたりして楽しんだ。

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

体験を大事にし、心の足腰を育む。

手で髪をなでるようにとかしたり、おままごとにあった他の玩具を使用して化粧の真似をしたり、もともと大人の行動に対する興味関

心があった。

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

玩具の化粧道具を用意し、ドレッサーのようにゆったりと使用できるように、個別机を準備し

た。

１．活動のテーマ  壁面を使う

＜テーマ＞社会性やコミュニケーション能力、想像力を広げよう

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

玩具の化粧道具を用意し、細かい髪飾りなどのパーツがあるので、使い方や管理の仕方を丁寧に話してから

使用できるようにした。
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